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○核燃料施設は多種・多様な安全上の特徴を有しており、運転（操業）・廃止措置段階な

どさまざまな状態があるため、原子力規制検査における規制の関与度を検討する際に

は、各施設の安全上の重要度を相対的に比較できる参考情報があると、効果的な規制が

可能と考えている。 

 

○同関与度の検討例としては、核燃料施設等の日常検査における年間の標準サンプル数

（合計）の検討において、施設の種類等に応じて事故発生時における潜在的な影響の度

合いを考慮して設定された UPZ（緊急時防護措置を準備する区域）などを参考にした。 

 

○UPZ より具体的な参考情報として、各施設の共通設備である外部電源喪失時に必要な電

源を確保するための EDG 等に着目して、施設の運転（操業）・廃止段階におけるその安

全上の重要度が参考情報の一つとできないか検討している。 

 

○そのためのファクト整理として、別添の一覧表を完成させたいので、各事業所に係る耐

震重要度及び安全重要度（安全機能の重要度）の記載の確認及び空欄を可能な範囲で埋

めることにご協力をお願いしたい。（後日メールにて依頼予定） 

 

○また、本検討では規制関与度を検討する際の参考情報とならいないとの示唆等がある場

合には、代替案のご教示も合わせてお願いしたい。 
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